
2015年度社会経済学初級α試験問題
（EAクラス松尾匡・EBクラス橋本貴彦）
試験日：2016年1月23日（土）1限目
＊受験するにあたっての注意事項
・試験時間は60分です。
・持ち込み許可物件はありません。
以下の大問ⅠからⅡ（問1~問30）について別紙マークシートに解答を記しなさい。
配点　合計80点　（内訳　問1~問25は各3点　問26から問30まで各１点）
大問Ⅰ
ある星のある島では、「コメ」（単位は「石」）と、「酒」（単位は「斗」）の二種類だけの財が生産されている。

　「コメ」生産部門では、年々、2万石の「コメ」と16000人の労働者を投入して、10万石の「コメ」を総生産している。「酒」部門では年々、「コメ」4万石と労働者が4000人を投入し、「酒」12万斗を生産している。実質賃金率は1時間あたり「コメ」0.002石で、労働者一人当たりの年々労働時間は1000時間であるとする。このとき、次の各問に答えよ。

Ａ　（問1）この経済全体で見た場合の純生産はどれだけか。（問2）この経済での剰余生産はどれだけか。次の①~④のうち、それぞれ最も適切なものを一つずつ選んで、その記号を記入せよ。

　①「コメ」4万石
　②「酒」12万斗
　③「酒」12万斗と「コメ」4万石
　④「酒」12万斗と「コメ」6万石
Ｂ　以下の文章の（問3から問6）にあてはまる数値を、下の数値群からそれぞれ一つずつ選んでその記号を記入せよ。

　・「コメ」1石あたりの投入労働量は（問3）時間である。

　・「酒」1斗あたりの投入労働量は（問4）時間である。

問3と問4の数値群

①50　②100　③150　④200　⑤250　⑥300
　・「コメ」1石あたりの労働生産性は（問5）時間である。

　・「酒」1斗あたりの労働生産性は（問6）時間である。

問5と問6の数値群

①1/50　②1/100　③1/150　④1/200　⑤1/250　⑥1/300
　・労働者一人当たりの必要労働時間は（問7）時間である。

①400　②500　③600　④700　⑤800　⑥900

　・労働者一人当たりの剰余労働時間は（問8）時間である。

①200　②300　③400　④500　⑤600　⑥700

　・搾取率は（問9）である。

①1/5　②１/4　③1/3　④1/2　⑤1　⑥3/2

・今回のケースで搾取されている従事者は（問10）である。
①「コメ」生産部門の従事者、②「酒」従事者、③「コメ」生産部門および「酒」生産部門の従事者、④いずれの部門でも搾取されていない、⑤解答なし。
大問Ⅱ  
　ある星のある島では、資本主義経済体制がとられており、生産手段である「機械」(単位は「台」)と、消費財である「食糧」(単位は「食」)の二種類の財が存在する。労働雇用人口は、2万人であり、翌年には追加して3000人まで雇用しても過剰人口が逼迫しないものとする。労働者は賃金から「食糧」だけを入手し、資本家は利潤を消費せずにすべて蓄積にまわして「機械」を買うものとし、この両者で純生産物は分配されつくすものとする。
　このとき、下記の空欄にあてはまる数値を答えよ。
Ａ 労働者一人当たりの年間労働時間は2000時間、労働者一人当たりの年間の「食糧」消費量は125食、「機械」１台の純生産に必要な投入労働量は20000時間、「食糧」１食の純生産に必要な投入労働時間は5時間、「機械」１台利用するために年間4000時間の労働を雇用する必要があるとする。
　このとき、年間の「食糧」生産は250万食必要だから、それを純生産するために直接間接に必要な労働は、1250万時間となる。これを、総労働時間から差し引いた残り2750万時間が、「機械」（問11）台の純生産のために投入される。機械１台利用するのに雇用すべき労働者数は、（問12）人だから、このために、翌年には（問13）人が追加して雇用されることになる。
　このとき、労働者一人当たりの年間労働時間のうち、必要労働は（問14）時間、剰余労働は（問15）時間であるから、搾取率は（問16）となる。
問11の数値群
①1250　②1375　③1475　④2750　⑤3250　⑥3750
問12の数値群
①1　②1.5　③2　④2.5　⑤3　⑥3.5
問13の数値群
①1250　②1750　③2250　④2750　⑤3250　⑥3750
問14と問15の数値群
①625　②725　③825　④1125　⑤1275　⑥1375
問16の数値群
①1.7　②1.8　③1.9　④2　⑤2.1　⑥2.2
B　実質賃金率も労働時間もAと変わらず、なおかつ蓄積できるまで蓄積する場合には、労働生産性がAよりも高くないといけない。今、「機械」も「食糧」も両財の生産がともに、Aよりも労働生産性が5/4倍高いとする。それに合わせて、機械１台を利用するために雇用すべき労働量も、Aの場合の4/5になっているものとする。このとき、実質賃金率は変わらずに、ちょうど蓄積できるまで蓄積できることを次のように示すことができる。
　この場合、「機械」を利用するために雇用すべき労働者数は、１台あたり（問17）人となるので、蓄積できるかぎり蓄積すると、「機械」の純生産量は（問18）台となる。「機械」１台の投入労働量は（問19）時間なので、「機械」をこれだけ純生産するために必要な労働量は、（問20）万時間となる。したがって、総労働時間はAのケースと同じなので、「食糧」の純生産のために投入される労働は、（問21）万時間となる。「食糧」１食の投入労働量は（問22）時間なので、「食糧」は（問23）万食純生産される。これを一人当たりにすると（問24）食になる。
　このとき、労働者一人当たりの年間労働時間のうち、必要労働は（問25）時間、剰余労働は（問26）時間であるから、搾取率は（問27）となる。
　大問Ⅰと比較すると、大問Ⅱのような相対的剰余価値生産では、1人当たり年労働時間は一定であり、同時に1人当たり実質賃金率が（問28）である。つまり、相対的剰余価値生産とは、労働生産性が上昇し、1人当たり必要労働時間が（問29）し、搾取率が（問30）することを指す。
問17の数値群
①1.6　②1.7　③1.8　④1.9　⑤2　⑥2.1

問18の数値群
①1250　②1750　③1875　④2750　⑤3250　⑥3750
問19の数値群
①11000　②12000　③13000　④14000　⑤15000　⑥16000
問20と問21の数値群
①1000　②2000　③3000　④4000　⑤5000　⑥6000
問22の数値群
①1　②2　③3　④4　⑤5　⑥6
問23の数値群
①150　②250　③312　④350　⑤375　⑥400
問24の数値群
①125　②150　③175　④200　⑤250　⑥300
問25と問26の数値群
①250　②500　③750　④1250　⑤1500　⑥1750
問27の数値群
①1　②2.1　③125/75　④3　⑤4　⑥5
問28から問30の数値群
①上昇、②低下、③一定、④不定
解答と解説

大問Ⅰ
問1　経済全体で見た純生産物とは、それぞれの生産物の総生産から原材料などの投入を差し引いたものである。それぞれ「コメ」については、総生産が10万石で、原材料6万石（コメ生産部門で2万石、酒生産部門で4万石）の投入分を差し引くと、4万石が経済全体の純生産物となる。続いて、「酒」については、どの生産部門へも投入していないので、総生産である12万斗が、そのまま経済全体の純生産となる。よって、「コメ」4万石と「酒」12万斗が解答。

問2　経済全体の剰余生産物は、経済全体の純生産物である「コメ」4万石と「酒」12万斗から労働者が消費する生産物を差し引いたもの。労働者が消費した生産物は、「コメ」4万石（労働者2万人×1人当たり2石）であるので、解答は「酒」12万斗。

問3　「コメ」生産部門の「コメ」についての純生産物は、総生産10万石から原材料の投入2万石を引いた8万石。この8万石を分母に、1600万時間を分子としたものが「コメ」生産部門の総労働投入「コメ」1石の投入労働量。よって、解答は200時間/石。

問4  「酒」生産部門の「酒」の純生産物は、12万斗。これに「酒」生産部門では、400万時間（4千人×1000時間/人）の労働を投入し、さらに、「コメ」800万時間（200時間/石×4万石）を投入しているので、「酒」1斗の投入労働量は、（400万時間+800万時間）/12万斗という計算式の答えである100時間。

問5と問6　労働生産性は、投入労働量の逆数である。よって、「コメ」については、1/200。「酒」については1/100。単位はそれぞれ、時間当たり石生産量。時間当たり斗生産量。

問7　まず、労働者1人当たりの「コメ」消費量は、2石である。これは、労働者1人当たり年間労働時間の1千時間に、1時間当たりの「コメ」消費量（購入可能量）である実質賃金率0.002を掛けた結果出てくる。最後に、労働者一人当たりの必要労働時間は、労働者1人当たりの「コメ」消費量は2石に「コメ」の投入労働量200時間を掛けたもの。よって解答は、400時間。
問8　労働者一人当たりの剰余労働時間は、労働者1人当たり年間労働時間1000時間から、労働者一人当たりの必要労働時間400時間を引いたもの。よって、解答は600時間。

問9　搾取率または剰余価値率は、剰余労働時間600時間から必要労働時間400時間を割ったもの。解答は3/2（1.5）。
問10  ③。
大問Ⅱ
問11　ある島全体の総労働時間は4000万時間で、そのうち「食糧」の純生産に1250万時間が支出されるので、「機械」の純生産に充てられる時間は残りの2750万時間。「機械」1台の純生産のために2万時間が必要なので、1375台（2750万時間÷2万時間）が生産可能である。

問12　「機械」1台を1年間利用するために必要な時間が4000時間、そして1人当たりの年間労働時間が2000時間なので、4000時間/台÷2000時間/人＝2人/台。解答は、1台当たり2名を雇用することが必要。

問13　先に計算した剰余生産物としての「機械」1375台を、1台当たり2名の雇用が必要だとわかったので、翌年に「機械」を動かすために必要な人数は1375台×2名/台＝2750人。

問14　年間純生産される「食糧」は250万食。1人あたりでは、250万食÷2万人で125食となる。この125食を純生産するためには、5時間の投入労働が投じられる。結局、125食/人×5時間/食＝625時間/人となる。1人当たり必要労働時間は625時間。

問15　1人当たり年間労働時間は2000時間であったので、1人当たり剰余労働時間は2000時間/人－625時間/人＝1375時間/人となる。

問16　剰余価値率は、1人当たり剰余労働時間÷1人当たり必要労働時間であるので、これを先ほどまでの計算結果を代入すると、1375÷625＝2.2となる。％表示では220％。

問17　今回、労働生産性が5/4倍となり、「機械」1台を1年間利用するために必要な時間が4/5倍となったので、4000時間×4/5＝3200時間が、1年間「機械」を1台動かすために必要な労働時間。1人当たり年間労働時間は2000時間のままなので、「機械」1台に雇用すべき人数は、3200時間/台÷2000時間/人＝1.6人/台。

問18　翌年、追加的な雇用が3千人予定されている。これをさきほどの「機械」1台ごとで雇用すべき人数で割った数値が、今年最大限生産可能な剰余生産物である。よって、3000人÷1.6人/台＝1875台。

問19　冒頭述べたように、労働生産性が上昇したので、「機械」1台純生産するための投入労働時間は20000時間/台×4/5＝16000時間/台となっている。

問20　前問の数値に、剰余生産物の「機械」1875台に「機械」1台純生産するために必要な労働時間をかければよい。答えは、3000万時間（1875台×16000時間/台)。

問21　島全体の総労働時間は4000万時間であるから、「機械」純生産のための3000万時間を差し引いた残りが、「食糧」純生産のために充当できる労働時間。よって1000万時間。

問22　「食糧」1食純生産するための投入労働時間は5時間/食×4/5＝4時間/食。

問23　1000万時間で純生産できる「食糧」は、1000万時間÷4時間/食＝250万食。

問24　「食糧」純生産の250万食を労働雇用人口が2万人で割ると、一人当たり125万食となる。解答は、1人当たり125食。

問25　1人当たり年間必要労働時間は、1人当たり「食糧」消費量である125食に、「食糧」1食当たりの投入労働量を掛ければよい。よって、125食/人×4時間/食＝500時間/人。

問26　1人当たり年間剰余労働時間は、1人当たり年間労働時間の2000時間から1人当たり年間必要労働時間の500時間を差し引いたものである。よって、1500時間。

問27　剰余価値率は、1人当たり年間剰余労働時間÷1人当たり年間必要労働時間だから、前問までの数値を代入すると、1500時間/人÷500時間/人＝3。％表示だと300％。

問28　相対的剰余価値生産では、総労働時間は一定で、1人当たり「食糧」消費量（広く言うと実質賃金率）も一定。

問29と問30　相対的剰余価値生産では、問28の前提のもとで、労働生産性が上昇し、必要労働時間が低下することによって、剰余価値率が上昇することを指す。
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